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学童の発育に伴う血圧及び心電図の変化

第2編心電図波高値について
（心拍L管系障警の疫学白ぐ」研究　第18報）
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　疋常心電図については，Einthoven①，　Ziegler②，　　　てはSpirmann触覚計をIllいて〔Llmmまで澗蜜し

Master⑳，　G。ldb・・tSt・・④X，／・の立齢獅liを1まじめ，　た，

目本人のそれについても，津田⑤，漢調⑥，鶴町⑦，　　　　　　　　成　　績

結城⑲等，幾勢の勝れた先人の業績が1催｝。しかしこ　　　調資対禦学嵐靴’鏑捌の憾別に分けた各群の心電國

れらは主に臨床眠学的見」也に賦点を置いての疾病な対　　　波高fl｝”［の平均（僧頼度9596）は第1探に示す灘りであ

照としての正常心電図に就て述べている。今健康人の　　　る。以下央々の波高tpt・r．について述べる。

立場に立つて，心電図を兇る時，年令・とか発育，性藁　　　　　（］）　P波高値

とかいつた要素との関係については記載が極めて乏し　　　P波の値は標準肢i謝導の最高値（主にP皿・時に

く，殊に性驚，について触れたものは見当らない。村　　　PI）についての奥澗値である。

山⑨の報告に見られるように，心疾患に；剃1な性差の　　　P波は男女共に学年のゴ1：・時系列に児て，粗こ有意の

存在することより考えれば　性別の明醐1化に伴つて，　　　変化を示さない。従つて学年毎にも鯉詰㍉』は認め難い。

正常心蹴図所見に於ても性別諮が現れるであろうこと　　　又第コ図にみるように性差も総められない。

が推定される。著春は策1編に於て，学叢期に形熊的　　　　全校単箪の平均をみると・男が0・082mVに対して・

発育に性差がみられるのと平行して，発育に伴う1ωじ　　女が0・085瓢Vで，女力Wかに商い値を示す（α・＝

上昇にも性藻が脱われることを確めた。よつて前編の　　　0・　or））。即ち学蜘樹全体として僅かに女に高いが・学

第1表に掲げたような対象の値を資料として，心機能　　　年の進むにつれて特に増減もなく・性藻も見惑らない

の発育に伴う変化を見る目的で，心電図波高値智取上

げ，発育との関係を学年別に検討した。　　　　　　　　　　第1図　　学年別性別P滋芝高値

　　　　　　方　法　　　　　　　　　　　　　　　　　P，，at

研究対象及び調査購蹴1織剛・　　　　　　♂。　。
蝿図検査は餌及び翻後塒1胱欄して　　論傘一一・

105型で，H木循環器学会規定⑪の墓準を充分満足す
る性能をもつものを用いた。記録紙の回転速度は毎秒　　　　　　　　　1　2　3　4　5　6　工　皿　皿

・・mm，感度は・m，V，・・mmで行つた。測定曙し　　　　　　蝉年
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と結論される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共に減少しており，女では逆に中学E，皿年が小学1・

　　（2）　R波商値　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2年より大ぎく，年令・と共に増加しているo即ちRエ

　R波高値について発育絡過の観点を離れて，先ず学　　　は学年に伴う変化の傾きは男女逆である。R皿及びRiS

童期全体として性藻がみられるか否かを，全校学童の　　　では常年に伴う変化は僅かである。Rv4では女は学

平均の値でみると，RIでは男0．72mVに対し，女　　　年に伴弓増減が殆ど認められないが・これに対し男は

e．6SmV（α諏0．05），　R】エでは男L44mVに対し，女　　　増加している。即ち男では小学4年以下の低学年より

1。42mV（a　＝O．　or）），　Rv．iでは舅2．38rnVに対し，　　　中学L　lπ年の高学年1ま明らかに大きい。

女2．11mV（a・＝O，Oi），で何れも男が梢々大きい。し　　　　年令増加に伴う変化の性藻なみると，男ではRエ減

かしRmでは男女共に1．　00mVで蒲は認められない。　　少，　Rπ，　Rm不変，　Rv．i著しく増大であるのに対し

これらの点より学戴期に既にR波高値は男女の差のあ　　　て，女ではRI増大，　Rl減少、　Rエrr僅かに減少，

ることを示している。　　　　　　　　　　　　　　　　Rv．1不変である。従つてRI，　Rm，及びRy，c，に於て

　次に各学年毎の波高値の性益をみると，中単H，皿　　　性諮を示している（a　＝O．Ol）。即ち男ではRI』減少に

郎でR，、に於て＠1）．Ol），・卜・瓢2年でR、に於　対して，女ではR、増大，　R・・軽度減少，と逆の鵬も

て（a・＝O．OS），夫々：男が女よりも大ぎい値な示す。そ　　　を示しており，心臓鷹気軸が発育に伴い，男女により

の他では性譲は明確でない。　　　　　　　　　　　　その方向を変免ていることを示すものである。Ry4，も

更に学年に伴う増滅の様子を見ていくと，R、では　年令の溝辮こつ2x，　lgの増大が覇しいため，！g女の開

男の中学皿学年の値は小学2年よりも小さく，年令と　　　ぎが益々大となつている。このことは女が高学年で左

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心型の多くなることより考えても，男の心臓趨電力が

　　第2図　　学年別性別R波高値　　　　　　　　女よりも発育に伴つて一麟増大していると謬えられ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るL、

　　　　B4．1が・　論灘鰍、，穴き、、．牌輔

　　　　　　　　／　　　　輩韓鋤搬驚論謬勘、窮繹澱

　　　　　。〆〆　　　　・。、で艸判訓年，。認められ，働窃献き

こゴへ！へ　　・蘇諜灘蠕；、驚畿麟．
　　　　　　　　　　　　Nx　　Tilで麟旅，　T。では幡度に，　T。。で噛しく
　　♂。　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夫々鍬をtt、　Lている。　eれに対し女では各魏漱．
　　♀x。。一一゜x
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に殆ど増減が認められない。従って各学年間の差は躬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ではT皿に於て中学】［，皿年の高学年は小学3年以下．「

　　　　　　品　　　　の畔年より大きい．・’T，、も同撫男では，小軸鰐tt

証婁瀦㎡畿　　騒繕箋甥尖竃玉㍊逢蕊蔽欝皿年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年令増加に伴う変化の性差を見ると，女は年令に，伴

　　　　　　品．　　　　う備働増灘殆ど継勅いのllこ反して・N

鋳畷拳縛肉　　旛姦難醤繋鰹駆、

効異麟べ　灘熱燕1灘撫蕪ll・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いることが注目されるo

「L一］」一L』一＿　　　　　考　按
　　1　2　3　4　5　6　工　皿　皿　　　　　　　　（1）従来の成績との比較

　　　　　　　　学年　　　　　　　　　　　上に述べた著者の波高値を一括して，津田⑥，浜田⑥；
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漏。．　　　　　　　　　の麟蝿図として鮪さ奴いる痘轍と鰍してみ
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　　　、°軸。＼　　o－〆。　　　　　　　　　　　Ils　，．

　　　　　　　　　Ptρ　　　　　　　　　　　　　著藩は発育に一伴う心機ii旨の一面を窺う難的で，発’育

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に伴つて心電図波高値がどのように変化するかな追及

＿〆ンノ゜－ts”’°　撫羅饗lll難讐触

纏”紳触剛一・一_　　では…1・・‘t・・・…，女では・1・があ・・減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少するものとしては，男でRl，女でRmが議げられ

1　2　3　4　5　6　工　1　皿　　　　　　　る。中学高学年になるとT／jx児より成入への発育段階

　　　　　　学年　　　　　　　　　　　　として脅年に近い値を示すようになるものと考えられ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　　♂Oim－・・WhO　　　　　　　　　　　　ると第2表のようになる。これらの中，前二藩は健康

　　♀X珊一一X　　　　　　　　　　　　男女小児，後四者は健級育年男子を資＊｝1としている。

　　　　　　　T74／＼。　　設調撃讐蝋鋼騨鴛｝’無雰護維難警

鈍周両一。〆°へ・　　驚1講盗篶誓蟹鍮訟轟描蟹，1需

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，著者による波商値はこオLら諸’家のll三常心電図と概

為輸・一馳矧一刺’・や・・ @　謙繊藁膿謬翻1灘篇乏甥嘗難贅

糠　万　X　　かつた・
～施㍗゜ζK．・　　　（2）発鮒ドう波離の変化

第2表　　　　　　　　正常心電図として報告された諸家の波高億との比較　（単偉mV）

報　　告　　者

　著　　者　　　　（1959）

　津　田⑤　（1957）

　浜　田⑥　（1957♪

　鶴　町⑦　（】955）

　結　城⑧　（止954）

Kossmann⑫（1953）

　Wllson⑲（1949）

性｝対笏嵂|…
8
FV

69
δ9
δ

δ

6

6

6～14才
6tV14才

6～12才

6～14才

18～24才

20～25才

631名
G44名

376名

178名

100名

50名
20～30才　　　371　名

20～30才1104名

RI

0。08　　0．71

0．09　　0．67

0，15　　0．62

0．15　　0．73

0，08　　0．55

0．08　　0．42

0，11　　0．55

0，ユ2　　0．56

R正

1．44
1，4ユ

1，41

】．54

1．33

1．25

0．94

1，19

R皿IRv．L
　　」

1，00

0．99

1．00

1．16

0．91

0．74

0．56

0．　80

2，37
2．ユ0

2．24（a）

2．93

1．30

2．21

1．38

TI

O，26

0．24

一　1’

0．32

0，27

0．20

0．22

021

T皿

O．40
0．　32

0，35

Q．47

0。45

0．32

0．27

0，30

T皿

0．11

0，06

O．18

0。34

0．18

0．08

0。　12

Tv4

0．61

0，50

0．65（a）

0，75

0．53

0，70

0，51

（註）　（a）V5誘轟の値を示す
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　　（3）波高値にみられる性強　　　　　　　　　　る。男では加令と共にRv，t，　Tv4，　Tll，　Tmが増大，

　学童期に於ても波高値、殊にT皿，m，　v4及びRy4　　RIが減少し，女ではRI増大，　Rm減少，その他は

は男が女より高く・高学年ほど著しい。この現象は村　　　不変を示している。

由⑨の示す青壮年期に於ける性錐とも一致している。　　　　（2）　発育に伴う波醐値の変化に憐薙を認めた。

又柚⊥1⑨の述べるように，心疾患にも性差があり，男　　　RIでは男減少，女増大と逆の傾陶を示し、　Rv，．1・

に冠疾患・女に高血圧性及びリウマチ性心筋障轡の多　　　Tv．1，　Tn，　Tlllでは男増大，女不変と，加令と共に男

いということとも闊連して，心贈孫障審の疫学的解　　女の開ぎを大セこしている。

明に一つの手掛りを与えるものと考えられる。又発育　　　（3）栄蛮期に於ても心電図波高値に性差を謝め

に伴う波高値の変化にも性差がみられる。上述のよう　　　た。一般に波高値は男に禎iい。殊にRv4，　Tv・1，丁皿，

にRIについて男が減少するのに対して女が増加して　　　Tmでは性差が明かである。

いる・又Rv．1、，　Tv，t．，丁皿，　T皿について男が増加する　　　文献

のに対して，女は殆ど不変であり，加令と共に9〕女の　　①EINTHOVEN，　W・：Pfliigers　Arch・，122：517，

開きを大にしている。これらのことは心臓霊気軸が，　　　1908．　　②Z工EGLIOR，　R．　F，：Electrocardiogr－一

発育により！男女その方向費変えており，心機能，惹い　　　aphic　Studies　in　Nurmal　Infants　and　Children．，

ては心臓の形状・大さにも男女異ること有推暫させ　　　1951・　　①MA与TERI　A・M・et　al・：Am・Heart

る。何れにしても低学年では性難を認め鄭6かつた波高　　　」”11：12，ユ936・　（b．　GOLDBERGER，　E．；Am。

値が・高学年になる程、性弟を認めており，男女の開　　1｛eart　J．，1～h　37．1946．　　⑤潔田涼一：Fl本小児

きを火としている。双身侵等の発育IHI線に於てみられ　　　科学会雑誌，61：294；30‘〕；413；417；543；548；669；

た男女の交叉脱象は，RI波高値セこ於てもみられる。　　　C）73　；1957．　　　④漢川琢ほか：小児科臨駄，10：95，

この現象は形態的発育のみでなく，心電図波高という　　　1957；【ブヨ科の領城、4：229919．　56．　⑦鶴1町光衛：Hプぐ

ような機能的発育に於ても．見られることを喪付けて　　　医・三｝‘：雑誌，14；306，1655．　　⑧結城電之1北海道眠

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　学雑誌，29：1033，19544　　⑨村lll忍ヨ三：儒州E艶1講鷺

　　　　　　結　　論　　　　　　　　　　　　　　　7：435，1958、　⑩久保田勝，村山忍竃3逓信医！i罫，

　小中学校掌魔1，275名め心電図検齋の結眼より，他　　　10；69，1958．　　⑪臨床ll1心電計の最1∫麟聯と試験

の報告に比ぺてもより多数で儒頼性のある日本人学童　　　法：隆科器械学誌，24；7，1955．　⑫KoSSMANN，

の性別年令別心電図波高値を提示したeその結果，　　　　C．E，：Circulation，8：920，1953．　　⑰WILSON，

　（1）　学童の発育に伴つて，心電図波高値も変化す　　　F．N．　et　a1，：Am，　Heart　J．37：492，1949．


